校内研修計画
山梨市立 八幡小学校

１　学校課題

　　　　八幡小学校は，果樹園に囲まれた東向きの斜面に位置し，豊かな自然環境に恵まれている。昔から本地区に住んでいる家庭が多く，学校教育への理解と関心は高い。また，家庭での児童の生活は比較的安定しており，「家庭が楽しい」と感じている児童が大多数である。しかし，ゲームなどのメディアに接する時間が多く，家庭学習への取り組み時間が少ないという児童も多く，生活リズムの改善や自主的な学習への意欲の向上が求められる。

　　　　学習に関しては，興味や関心をもって進んで取り組もうとする児童が多いが，学力の個人差が大きく，基礎的な学習内容が理解できていない児童もいる。また，知識を活用する力や自分の考えを分かりやすく書いたり発表したりする力が身についていない児童が多い。話を聞く態度や聴く力が十分に身についていない児童も多く，対話的な学びを進めていく上での大きな課題となっている。主体的・対話的で深い学びの実現のために，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図りながら授業改善を進めていく必要がある。

２　研究主題　　　　　　　　　「生きる力を支える確かな学力の育成」
～ICT端末の有効活用を含めた，主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくり～
３　主題設定の理由
　　山梨県学校教育指導重点で求められている項目の一つに，「確かな学力の育成」があり，「学習指導要領の趣旨を踏まえた，『個別最適な学び』と『協働的な学び』を一体的に充実し，『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善及び評価に取り組み，新しい時代に必要となる資質・能力の育成に努める」と明記されている。主な取り組みの一つとして，「それぞれの教科等の目標を実現するとともに，児童生徒の発達段階を考慮しながら情報活用能力を育成することができるよう，１人1台端末等のICTを適切に活用した授業の充実を図る」ことが挙げられている。
本校では、昨年度もＩＣＴを効果的に活用し，主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくりについて研究を進めてきたが，教師の一斉指導から協働的な学びの場面を設定する直線モデル型の授業の段階であった。学習者が主体の授業づくりをより一層進めるためには，協働的な学びに加え個別最適な学びを一体的に進めるための授業の在り方に関する研究を深める必要があると考えた。
また，GIGAスクール構想により，１人１台端末の使用が可能となり，教員・児童ともに少しずつ操作に慣れてきている。しかし，発達段階や学年によっては，タイピングなどの技能の不足により，教科の目標を達成することよりも端末を使うことが目的となってしまう場面もあり，学習課題を達成する為のツールとして活用することには，まだまだ課題がある。ＩＣＴの活用については，児童の技能面の向上を図るとともに情報モラル教育の充実も推進していきたい。
「主体的・対話的で深い学び」を実現するため「個別最適な学び」が進められるよう，これまで以上に児童の成長やつまずき，悩みなどの理解に努め，個々の興味・関心・意欲等を踏まえてきめ細かく指導・支援することや，子供が自らの学習の状況を把握し，主体的に学習を調整することができるよう促していくことが求められる。そのためのツールとして授業の中でどのようなICT活用が効果的なのかという研究を一層深めていく必要がある。
また，児童が安心して学習に取り組むことができる学級集団づくりについては，「学級力向上プロジェクト」の手法を基に，全学級での取組を継続する。それに加え、「Ｑ－Ｕ」アンケートを基に，集団を構造的に分析し，集団づくりの課題解決への効果的なアプローチを進める一助としていきたい。
これらの取組を進めることにより，学習者が主体となる学びの機会を工夫して採り入れ，誰一人として取り残すことのない授業づくり・クラスづくり・学校づくりに資する研究とするための主題設定とした。
４　研究の方法と具体的内容
マンダラートを使い，自分の思考を整理しながら，目標に向かって個別に研究を進める。

①研究主題を目指すための実践内容を個々で考える。
　　※副主題になっている「ICT端末の有効活用」と「主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくり」は全員取り入れる。
　　②個々で実践を進める。
※学期末に部会で，自分の取組状況を報告する。

　　
＜研究の具体的内容例＞
◇授業づくり

・「やまなしスタンダード」の中の５つの視点に基づいた授業改善
②話合い，討論，発表などの言語活動を効果的に取り入れている。

③児童生徒は，他の人の話や発表に耳を傾けている。
④児童生徒は、ノートをとっている。

⑤活用・探究など，学んだことを別の場所で使うようにしている。
⑦家庭学習(宿題や課題)と授業が，有機的に結びついている。
《特別支援教育版》
②障害の状態に応じて自ら考え，判断し，表現する活動を具体的に取り入れている。

③自主的・自発的な学習を促す教材・教具等を用意している。
④達成感や自己肯定感が高められる指導を工夫している。

⑤学んだことが活用できる場を設定している。
⑥学んだことと実際の生活との関係を示し，学ぶ意欲を育てている。
・ICTを効果的に活用した授業づくり（１人１実践授業を実施）　
・板書やノート等とICT端末の作業バランスを考えた授業づくり
◇学級集団づくり

・Q-Uの分析方法と学級経営への生かし方学習会の実施
・学級力向上プロジェクトの全学年実施
◇家庭学習の取り組み
・「家庭学習スタンバイ」の時間の確立　　　・アウトメディアの取り組み（各学期に１回）
・保護者への積極的な情報発信
(学校だより，学年だより，授業参観・学年部会，ノート掲示による保護者への啓発)

◇情報交換
　・児童の家庭学習の様子，家庭学習や教科指導の効果的な取り組み

・教材教具の工夫・活用，授業づくり（ICTの効果的な活用）・学級づくりの手立て
５　年間研修計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究主任　向山　有紀）
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